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薬品を使用せずに素材微細化が
可能で、環境負荷がかからない

蒸
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日
本
笥
熱

（長
野
県
安
薮

野
市
、
松
田
博
幸
社
長
、
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2
）
は
、
半
導
体
向
け
を
含

む
華
南
各
種
ヒ
ー
タ
ー、

熱
循
環
濁
震
調
節
装
置
、
識

気
発
生
装
置
の
製
造
販
売
を

毛ノづくり；~
手
が
り
る
。
現
在
、
食
品
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
分
野

へ
の
応
用
を
期
待
し
て
い
る

の
が
水
と
電
気
だ
け
を
使

い
、
木
材
や
食
品
を
効
串
良

V
A
槻
細
化
で
き
る
蒸
煮
・

爆
砕
装
霞
だ
。
時
闘
の
短
縮

な
ど
機
械
的
に
粉
砕
す
る
な

ど
の
方
式
に
比
べ
、
省
エ
ネ

時
間
置
く
蒸
煮
と
、
一
気
に

圧
力
を
解
放
し
粉
砕
す
る
処

理
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
。

処
理
工
程
は
ま
ず
、
加
熱
用

ヒ
ー
タ
ー
を
内
蔵
し
た
蒸
気

ボ
イ
ラ
で
高
濁

〈
2
2
0度

C
以
上
〉
の
議
気
を
作
り
、

銀
材
を
投
入
し
た
圧
力
容
器

に
送
る
。
庄
力
容
器
内
で
は

の
紫
材
微
細
化
が
で
窪
、
成

分
抽
出
率
が
高
い
。
実
用
化

さ
れ
た
例
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

か
ら
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
精
製

す
る
処
理
や
廃
棄
物
と
な
っ

て
い
た
食
品
か
す
、
貝
殻
の

再
利
用
処
理
な
ど
だ
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
側
速
で
は
今
後
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

溶
綾
部
分
も
特
殊
な
も
の
を

採
用
し
て
い
る
」
と
明
か

す
。
得
意
の
ヒ
ー
タ
ー
紫
術

に
つ
い
て
も
「
い
か
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
資
用
を
少
な
く
で

き
る
か
が
カ
ギ
」
と
し
、
設

計
に
あ
た
っ
て
は
1
平
方
円
J

M
当
た
り
の
発
熱
毘
を
計
算

す
る
こ
と
に
よ
り
長
寿
命
化

水
・
電
気
で
木
材
微
細
化

が
追
求
で
き
る
と
い
う
。

識
煮
・
爆
砕
装
置
は
7
年

前
、
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
と

共
同
で
1
号
機
を
製
造
。

5

年
前
か
ら
は
社
内
に
受
託
試

験
用
の
装
置
を
設
置
し
て
い

る。
素
材
を
高
圧
容
器
に
人

れ
、
高
温
の
蒸
気
中
に
一
定

保
材
を
3
〆ー
4
メガ
M
M
の
高

圧
下
に
置
い
た
後
、
0
・
2

秒
で
圧
力
を
解
放
す
る
こ
と

で
、
素
材
内
部
に
浸
透
し
た

水
蒸
気
の
体
積
膨
張
な
ど
で

鉱
材
を
煤
砕
す
る
。

投
入
す
る
素
材
は
、
一般

的
に
木
材
や
植
物
。
議
煮
・

爆
砕
装
置
は
機
械
粉
砕
以
上

か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
1
ル
を

つ
く
る
際
の
前
処
理
装
置
と

し
て
の
役
割
に
期
待
が
か
か

る。
装
置
の
特
徴
に
つ
い
て
小

林
千
人
開
発
部
長
は
「
処
理

の
際
、
高
い
圧
力
が
か
か
る

バ
ル
ブ
が
生
命
線
。
ま
た
袋

倍
添
体
に
使
用
す
る
材
料
や

を
図
っ
た
。

同
社
で
は
顧
客
の
要
望
に

応
え
、
生
産
ラ
イ
ン
内
に
設

位
す
る
同
装
置
の
製
造
の
ほ

か
、
容
器
容
怠
初
防
と
2
M

タ
イ
プ
の
装
置
を
本
社
工
場

に
設
置
し
、
安
託
試
験
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
約

1
0
0
社
か
ら
依
頼
を
受

け
、
「
中
に
は
数
時
間
煮
込

ん
で
調
理
し
て
い
た
食
材
を

数
分
で
作
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
、
か
な
り
驚
か
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
」
（
同
〉
と
い
う。

蒸
気
・
嬬
砕
装
置
事
業
は

受
託
試
験
が
8
制
を
占
め

る
。
今
後
、
受
話
試
験
を
依

頼
し
て
き
た
企
業
と
共
同
で

同
装
置
を
使
っ
た
新
製
品
開

発
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え

だ
。
地
元
長
野
県
の
特
産
口
聞

を
使
っ
た
新
し
い
食
品
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
の
製
造
も
視
野

に
入
れ
研
究
す
る
。

ま
た
、
連
続
処
理
で
き
る

機
植
や
食
品
向
け
専
用
機
種

と
い
っ
た
テ
i
マ
で
装
置
を

開
発
。

2
0
1
4
年
9
月
ま

で
に
受
託
試
験
用
の
新
装
健

を
同
社
内
に
設
置
す
る
予
定

だ。


